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	   報 告 者
	高山達矢

	大 会 名
	IODA WORLD SAILING CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Langkawi, MALAYSIA

	大 会 期 間
	December 28, 2010 to January 08, 2011


	気温、水温

ウエアについて


	じっとしていたら汗が滴り落ちるくらいの暑さですが、雨が多く湿度が高い。
水温は雨のときに入ると少し冷たかった。

海パンとラッシュ一枚で充分だった。



	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	ずっと島をハーバーから見て左の方向から風が吹いていた。
風が一定なので、潮は押し出しか、引かれるのかのどっちかでした。

風がとても軽かったです。

	　セッティングで

注意したこと
	風が流れるようにラフを緩めるようにした。


	　セーリングで

　注意したこと


	細かいシフトに反応せず、
パフを取れるようにした

	　海上で練習した

こと
	ランニングのスピード練習。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	海外の選手に比べてとても遅かった。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	潮が押し出しになってから、成功しなくなった。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	タックが多すぎ悪かった。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	悪い順位にいても上位の選手は必ず上がれるところ。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	特になし。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	スタート練習。

	　印象に残った

外国選手は？

　
	THA１１２

	　今後の課題と

　目標は？
	どんな状況でも臨機応変に対応できるようになりたい。

	　ＪＯＤＡへの要望
	経験不足を感じたので、アジアなどの大陸レースの出場権を選考会の順位が下の人に繰り下げるのではなく、ワールドの選手を中心に派遣したほうがいいと思う。

	　

その他


	いい経験をさせてもらい、ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

